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第１回 都心三宮再整備推進会議 

 

１．日 時  平成 29 年７月 27 日（木） 15：00～17：00 

 

２．場 所  神戸市役所１号館 14 階 大会議室 

 

３．出席者  委員 34 名、オブザーバー４名（敬称略） 

   ・地元組織代表 

       浅 木 隆 子（代理：天宅）   小 田 倶 義 

       久 野 茂 樹          清 水 俊 博 

       谷 澤   広（代理：中多）   永 田 耕 一 

 原 田 比呂志          古 川   勝 

 松 岡 辰 弥          向 井 彰 彦（代理：森本） 

       三 浦 繁 男          松 下 秀 司 

   ・市民代表 

 岩 佐 光一朗          玉 田 はる代 

   ・交通事業者代表 

       奥 野 雅 弘（代理：越智）   中 村   聡 

       野々下 恵 介          早 川 泰 正（代理：金田） 

       原 田   大          長 尾   真（代理：中澤） 

       吉 川 紀 興 

・経済界 

    植 村 武 雄          松 田 茂 樹 

    南   嘉 邦  

・学識経験者 

 小 谷 通 泰          加 藤 恵 正 

  末 包 伸 吾 

   ・行政機関 

      太 田 裕 之          山 田 雅 義  

  高 宮   進          安 江   亮 

       井 上 大 八          後 藤 浩 之 

  出野上   聡 

   ・オブザーバー 

  阪 本 浩 之          小 出 一 真（代理：大内） 

  内 田 慶 人（代理：鹿田）   福 本 明 彦（代理：柏谷） 
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４．次 第 

  １．開会 

   ２．委員の紹介 

   ３．議事 

    （１）現在の「都心三宮の動き」について【報告】 

    （２）新バスターミナル整備に向けた基本計画案の検討状況について【報告】 

    （３）「えき≈まち空間」基本計画素案について【意見交換】 

   ４．閉会 
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１．開 会 

 

○都心三宮再整備担当部長 

 皆様、こんにちは。本日は、大変お忙しい中、御参集いただきありがとうございます。

開会に先立ちまして、委員の皆様に１点、御確認させていただきたいと思います。  

 本日は、報道機関より会議風景を撮影したい旨、申し入れがございましたので、議事に

入るまでということで、許可したいと思いますが、よろしいでしょうか。  

（「異議なし」の声あり） 

 御異議がないようですので、撮影を許可することといたします。報道機関の方は、議事

に入るまで、撮影をしていただいて結構です。 

○都心三宮再整備担当部長 

 それではただいまより、都心三宮再整備推進会議を開催させていただきます。  

 私は、住宅都市局計画部都心三宮再整備担当部長の手塚と申します。事務局として、進

行を務めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。  

 それでは開会に当たりまして、神戸市副市長の鳥居より御挨拶申し上げます。  

○鳥居副市長  

副市長の鳥居でございます。こんにちは。皆様方におかれましては、本当にお忙しい中、

またお暑い中、本日は都心三宮再整備推進会議にお集まりいただきまして、本当にありが

とうございます。 

 都心の再整備につきましては、市長が久元に代わりましてから、京都・大阪にどちらか

というと遅れをとっているようなことから、何とかこの都心を再生したいというような思

いを受けまして「都心のビジョン」、そして「三宮再整備基本構想」を、多くの方々、また

皆様方の御意見を踏まえまして、まとめさせていただきました。  

 それを踏まえまして、昨年１２月には、今後５年間、どういうことをやっていこうかと

いうことのアクションプランをまとめさせていただいて、公表もさせていただきました。  

それに基づきまして、いろんな計画を現在進めているところでございまして、その一番ポ

イントとなるのが、三宮駅周辺の「えき≈まち空間」。これをどうやって整備していくのか、

どういう空間にしていくのか、ここは神戸の玄関口でございますので、神戸の玄関口とし

てふさわしい空間として、再整備していきたい。そういう思いから、現在「えき≈まち空間」

の基本計画をまとめつつあるわけでございます。  

 それに合わせまして、バスターミナルの検討も進めさせていただいております。バス  

ターミナルの部分につきましては、現在の中央区役所とか勤労会館がございますので、中

央区役所・勤労会館をどうしていくのか、そういう議論も現在進めさせていただいており

ます。 
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 それと、市役所の２号館が、これは昭和３２年にできた建物でございますけども、震災

で被害を受けた後、修復して現在まで使っているという状況でございます。そして古く  

なっております３号館、このあたりもどうしていくのかというのも今後、大きな課題であ

ろうと思ってございまして、中央区役所の再整備などと合わせまして、２号館、３号館を

どうしていくのかという議論も現在、進めさせていただいているところでございます。  

 いろんな計画が目白押しというような感じではございますけども、特に駅前の空間をど

う再整備していくかというのは、非常に大きなポイントとなってございますので、皆様方

の忌憚のない御意見を伺いながら、神戸の玄関口にふさわしいものに、ぜひ何とかしてい

きたいと、そういうふうに考えているところでございます。  

 全体の三宮の動きとバスターミナルについて、後ほど御報告をさせていただきますが、

こういう点につきまして、皆様方の忌憚のない御意見を踏まえながら、できるだけ神戸と

して誇れる駅前を、そして都心をつくっていきたいと思ってございますので、皆様方の御

協力、御指導をお願い申し上げまして、開会の御挨拶とさせていただきます。どうぞ、よ

ろしくお願い申し上げます。  

○都心三宮再整備担当部長 

 ありがとうございました。  

 それではこれより、会議を進めるに当たりまして、まず、お手元の資料の確認をさせて

いただきます。 

 次第と会議資料については、事前に送付させていただきました。本日、資料をお忘れの

方がいらっしゃいましたら、係の者にお知らせください。 

 本日、配布した資料でございますが、委員等出欠表、それから資料２－２の都心三宮再

整備推進会議オブザーバーの名簿、それから参考資料といたしまして、都心三宮再整備に

関する２冊の冊子を置いております。それから「アクションプラン」というリーフレット

を１部置いてございます。 

 また、本日言い足りなかった御意見を御記入いただく用紙を、配布いたしてございます。

資料に不足があれば、係の者にお知らせください。よろしいでしょうか。 

 

２．委員の紹介 

 

○都心三宮再整備担当部長 

 それでは、次第２、委員の紹介に入らせていただきます。委員の御紹介につきましては、

本来であれば、お一人ずつ御紹介すべきところではございますが、時間の都合もあります

ので、お手元の資料２「委員名簿」及び資料２－２「オブザーバー名簿」をもって、御紹

介にかえさせていただきます。  

 なお、本日の出席者につきましては、本日お配りいたしました委員等出欠表にて、御確
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認お願いいたします。 

 それから１点、訂正がございます。兵庫県県土整備部の県土企画局長成岡様におかれま

しては、本日欠席となってございます。  

 続きまして、「都心三宮再整備推進会議」について、御説明させていただきます。  

 お手元の資料１「都心三宮再整備推進会議開催要綱」をご覧ください。 

 その第１条にありますとおり、この会議は「将来ビジョン」及び「再整備基本構想」を

官民一体となり推進するため、様々な施策の進捗状況を報告し、広く情報共有するととも

に、施策の計画・実施・運営の各段階において、専門的な見地やまちづくりの観点から、

幅広く御意見をいただくことを目的として開催いたします。  

 それから第２条の委員につきましては、資料２の名簿の皆様に委嘱させていただいてお

ります。任期は第３条のとおり、２年間とし本日より平成３１年７月２６日までとなりま

す。委嘱状をお手元にお配りしておりますので、御確認ください。  

 それから最後に、この会議は、第５条に基づき、原則公開となります。会議終了後は、

事務局で会議要旨を作成いたしまして、ホームページで公開いたします。  

 この会議は、今後、施策の進捗状況に応じて開催したいと考えております。どうぞ、よ

ろしくお願いいたします。  

 続きまして本会議の進行を務めていただく会長につきまして、開催要綱の第４条に基づ

き、事前に神戸市から御依頼いたしております、兵庫県立大学大学院の加藤教授にお願い

したいと思います。 

 加藤会長、よろしくお願いいたします。  

○会長 

 御指名いただきました加藤でございます。どうぞ、よろしくお願いいたします。  

 今、鳥居副市長から、お話もあったのですけれども、本当にここ数年と言いますか、こ

の計画をつくってからでも、日本の状況も大きく変わり、地域創生、少子高齢化、グロー

バル化、かつては考えたこともなかったような大きな変化の中で、神戸市が動こうとして

います。確かに京都・大阪に比べると、少し、震災ということもあって、変化が、引き金

が少し遅れたのかもわからないのですが、逆に変化の全体の動きが少しずつ見える中で、

今、この都市の動きの核心部でもある都心三宮について、議論できるというのは、むしろ

良かったのではないかという気がしております。そういう意味では、中長期にかわること

でありますけれども、このプロセス等、皆さんと一緒にマネジメントするということで、

様々なことから御意見を頂戴できればと思っておりますので、どうぞ、よろしくお願いい

たします。 

○都心三宮再整備担当部長 

 ありがとうございました。  

 報道機関の撮影は、ここで終了といたします。  
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なお、大変申しわけございませんが、ここで鳥居副市長は、公務のため退席させていた

だきます。 

○鳥居副市長   

よろしくお願いします。 

（鳥居副市長・報道退席）  

○都心三宮再整備担当部長   

ここからは、加藤会長に進行をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。  

 

３．議 事 

（１）現在の「都心三宮の動き」について【報告】 

（２）新バスターミナル整備に向けた基本計画案の検討状況について【報告】 

 

○会長   

それでは早速、議事に入りたいと思います。  

 まず、配布されております議事次第に従って、進行をしてまいります。  

 議事（１）現在の「都心三宮の動き」について、議事（２）新バスターミナル整備に向

けた基本構想案の検討状況について、これを二つまとめて、事務局のほうからお示しして

いただきたいと思います。よろしくお願いします。  

○都心三宮再整備課長   

都心三宮再整備課長の若林と申します。よろしくお願いいたします。私のほうからは、

議事（１）の現在の「都心三宮の動き」について、御報告させていただきます。  

 お手元の資料３をご覧ください。 

 平成２７年９月、ここに御参画いただきました皆様、また、広く市民、またそれ以外の

方からも御意見いただきまして、神戸の都心の未来の姿［将来ビジョン］、並びに三宮周辺

地区の『再整備基本構想』を策定させていただきました。少しそれを振り返らせていただ

くとともに、そこに掲げましたビジョンや構想が一部、実現しつつあるところにつきまし

て、動きとして御紹介をさせていただきたいと思います。  

 神戸の都心の目指すべき姿として、お手元の下段のところでは、おおむね将来ビジョン

の範囲といたしまして、新神戸から三宮・元町・神戸、ウォーターフロントエリアを含む、

こういったエリアを都心エリアとして、この将来ビジョンを掲げさせていただいておりま

す。 

 また、三宮周辺地区の再整備基本構想におきましては、三宮駅、三宮交差点あたりを中

心に、半径５００ｍエリアの構想を、整理させていただいているものでございます。 

 将来ビジョンの中身としましては、次のページになりますが、都心部の将来像をできる

だけ視覚的に、ビジュアルにまとめさせていただいております。  
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 また、三宮周辺地区の再整備基本構想については、より少し具体的な形で、三宮駅周り

がどのように変わっていったらいいのかというところを整理させていただいたものとなっ

ております。 

 双方、共通する基本的な考え方といたしましては、まちの個性というアイデンティティ

並びに、創造性というクリエイティビティ、さらに安全・安心、持続可能性ということで、

サスティナビリティといったところを、基本的な方向性としておきつつ、さらに心地よい

デザインだとか、新たな出会いやイノベーション、そして文化が育まれるような、そう  

いった中で下支えとしては、やはり安全安心、しなやかで強いインフラが整っている、こ

ういった形の空間をつくっていこうと、そういうようなものになっております。  

 将来ビジョンにつきましては、その次のページ、６ページになります。都心に備える８

つの軸という形で整理をさせていただいております。  

 景観、にぎわい、生活居住、産業、観光文化、防災、環境エネルギー、そして交通とい

う、大きく８つの軸で、ビジョンの冊子につきましても見開きごとに整備をさせていただ

いているところでございます。  

 それぞれ、そういった中で、ビジュアルに掲げさせていただきましたが、それがそのま

まになっているかどうかはあれですけれども、おおむねそういったイメージ、将来像に対

して、具体的にこの都心内で動きが見えているというところを御紹介させていただきます。 

 １つ目は「景観」という観点です。景観ということで、こういった絵を掲げさせていた

だいております。どこというわけではないのですが、現在、例えば、そういった考え方を、

踏襲しながら実現に向けて動き出しているのが、例えば、葺合南５４号線、ちょうど国際

会館より少し東側の南北筋になりますが、スターバックスさんなどがございますけども、

そこの南北通りにつきましては、こういった形で道路空間の中で、車から人の空間のほう

へ、少しシフトした、またベンチを置いたりというような空間に、道路空間のリ・デザイ

ンを進めていっているところです。写真にございますとおり、ベンチも多く置いたりして、

少し佇んでいただけるような空間を、実現しているというところでございます。  

 次に、「にぎわい」といった点におきましては、東遊園地、御存じのとおり、最近もまた

芝生化を継続いたしまして、アーバンピクニックといったような形で、もっとこの都心の

オアシスである、この東遊園地を使っていこうという社会実験を継続的に行っているとこ

ろでございます。たくさんの皆さんに、非常に親しんで使っていただけているのかなと 

思っているところです。 

 さらに、このゴールデンウィークの５月６日、７日でしたか、クロスメディアイベント

ということで、震災復興記念公園や、またＫＩＩＴＯ並びに、この東遊園地等を会場とし

ながら、いろんなメディアの関するイベントや、子供さんの参加型のイベントや、シンポ

ジウムなど、そういったものを複合的に行ったイベントをすることで、これも新たなにぎ

わいづくりとして、できれば定着させていきたいということで考えております。 
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 また、「生活居住」といったことで、このような絵を出しておりました。神戸は、北区・

西区に代表されるような農作物等も非常に近くいただけるところですから、そういった意

味では、都心の中でも例えば、ファーマーズマーケットといった形で、昨年ですと、春・

夏・秋・冬、１０回ずつ、毎週土曜日あたりに、この東遊園地のあたりを中心に、ファー

マーズマーケットを開催して、多くの人に来ていただいております。地産地消といった形

で、この神戸の食文化を楽しんでいただけると、また本年度も、春すでに１１回、夏の 

シーズンとして１０回、７月１５日くらいから、９月１６日までにかけての土曜日の午前

中に、開催という形で、同様に秋、冬もしていこうというようなことで、動き出してござ

います。 

 次に、「観光」という観点ですけども、これもウォーターフロントのエリア、メリケン  

パークの再整備、リニューアルといったところをしてございます。  

 メリケンパークのほうに行かれた方もいらっしゃると思いますけども、公園自身を再整

備いたしまして、一部芝生、また「ＢＥ ＫＯＢＥ」といったような、ここに行くと写真を

撮りたくなるような、そういったモニュメントなり、また少し休めるような、コーヒーを

飲んだりとかできるような施設、並びに夜間もライトアップをしたり、また芝生だけでな

くて、桜なども植えて、季節問わず楽しめるような空間にしていこうというようなことで、

観光という観点からもこのウォーターフロントエリアのにぎわいにも寄与するような整備

が進められているところです。 

 また、「防災」という観点につきましては、これも以前から継続的にはやってきているん

ですが、津波対策の推進ということで、南海トラフ巨大地震等による津波の浸水に対して、

十分な対策をしていくということで、このような体制が徐々に拡大していっておりますし、

浸水対策がおおむね、進んでいるという状況になっております。  

 最後に「交通」になります。交通は、都心のエリア、非常に魅力的なところが多いけれ

どももう少し回遊できるようにするべきじゃないかということで、いろいろ施策を打って

いく必要があるのではないかと、このようなあたりを御議論もいただきました。そういっ

た中で、例えば新たな交通手段といったものも必要ではないかという観点から、ちょうど

先日、連節バスの社会実験などもさせていただきました。ちょうど開港１５０年というこ

とも合わせて、このウォーターフロントエリアと都心部を結ぶという形での連節バスの社

会実験。また、空港のほうにも少し足をのばしたらどうだろうということで、たくさんの

皆様に今、利用していただいたり、また、その利用に対してのアンケート等もお聞きした

いというようなことの社会実験を行っているところでございます。 

 また、今からやろうとしているところで、料金体系として、例えば１枚のカードで、簡

単に都心内を自由に行き来できたらいいなというようなことにつきましては、これも社会

実験になりますけども、既存のそういったカードを活用しつつですが、それを使って皆さ

んに、特に観光客の皆さんに来ていただき使っていただこうと。１日乗車券を無料配布す
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ることで、移動したところがわかるということで、「ＧＰＳロガー」というものをお渡しし

て、利用者がどんなところを移動されているのか、こういったところを把握したり、カー

ドがあるとどれだけ便利だったのか、そういったところについても、お聞きするというよ

うなアンケート調査も実施した上で、その結果を踏まえて、公共交通のわかりやすく、利

用しやすい料金体系というのはどんなものかということを、探っているところでございま

す。 

 ビジョンにつきましての動きというのは、このような動きが今、させていただいている

ところかなというように思っております。  

 次に、三宮周辺地区の再整備基本構想でございます。こちらもまずは皆さんと、この三

宮周辺地区について、現状と課題について確認をさせていただいた上で、その構想を取り

まとめさせていただきました。  

 少し振り返りますと、まず、まちの課題として、阪神・淡路大震災以後、三宮周辺にお

いては、なかなか機能更新が十分に進んではいないのではないか、そういった中で、一定、

民間さんの施設も含めまして、少し老朽化が進行しているのではないか、また交通の課題

としては、６つの駅が集中するとか、またバスの停留所も非常にたくさんあるというよう

なことから、交通結節点として、もう少し整理が必要ではないか、そういった意味で６つ

の鉄道駅を、あたかも１つの駅と使えるようにできないかとか、先ほど副市長が御挨拶で

も申し上げましたけども、神戸の玄関口・三宮におきまして、象徴的な空間というものを

つくっていけないか、またそこの結節点から、都心内のいろいろな魅力的なエリアに、駅

周辺からまちへとつながっていけないか、こういうようなことを中心に、この三宮周辺地

区の再整備基本構想を策定させていただきました。  

 その中の方針としては、基本的にはやはり公共交通機関等で来られた方、つまり歩く人

が中心のまちづくりにしていく。こういったことを方針として掲げております。  

 まちづくりの５つの方針ということで、「歩くことが楽しく巡りたくなるまちへ」とか、

こういった順で１、２、３、４、５と、大きく５つのまちづくりの方針を、掲げさせてい

ただき、整理をさせていただいております。  

 次の２７ページですが、今の５つの整備イメージを、その１、その２ということで、  

２７と２８ページでお示しさせていただいております。  

 まずは、この三宮駅前、三宮交差点を中心として、南北、東西のところを、「三宮クロス

スクエア」と呼んで、その周辺も含めて「えき≈まち空間」の中の三宮クロススクエアにつ

いては、基本的には人中心、公共交通中心の空間にしていこうといったことをここでは掲

げておりました。 

 また、並行して、このバス停についても、結構散在しているところがありますので、中

長距離バスを中心に集めるということでの、新たなバスターミナルの整備というものを掲

げております。このあたりにつきましては、この後の説明で詳しくさせていただくという
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ことにしてございます。 

 また、次２９ページになりますけども、民間の動きということでいいますと、阪急電鉄

さんのほうが、神戸阪急ビル東館建て替え工事にかかっておられます。２０２１年、平成

３３年に完成予定ということでございます。 

 また、ＪＲ西日本さんにおかれましては、三宮駅ビルの建て替えについては、今のとこ

ろはまだ未定ですけれども、一旦、平成３０年３月に閉館されるというようなことで、我々

としましても、駅前の公共空間整備と合わせてその建て替え方針について協議をさせてい

ただいているところでございます。  

 その次のページがちょうど、先ほど申しましたバスターミナルの、今後のスケジュール

等、また「えき≈まち空間」のスケジュール等について、表記させておりますが、これにつ

きましては、後ほどの説明に譲りたいと思います。  

 それから、都心三宮のロゴマークを決めさせていただきました。これは、このような都

心三宮の施策について、これは行政だけではなくて、ほかの事業につきましても、この神

戸がかわる都心再整備事業の一環だなということが、一目でわかるというようなことで、

そういった整備並びに広報物等にも活用させていただきたいと思いまして、このようなこ

とをやらせていただいております。  

 今日のお手元の意見を書いてもらう用紙につきましても左上に、このようなロゴマーク

をつけさせていただいております。今後このようなものもつけながら、広報にも努めてい

きたいと思っております。  

 私のほうから、都心三宮の動きにつきまして、以上で、御報告を終わりたいと思います。 

○事業推進担当課長   

それでは引き続きまして、都心三宮再整備課事業推進担当課長の鷲尾のほうから、資料

４について、御説明させていただきたいと思います。  

 まず、新たなバスターミナルの整備に向けた基本計画案についての、検討状況の御報告

ということで、表紙にございますように、１から５までの流れで御説明をさせていただき

たいと思います。 

 まず、１ページをご覧ください。この新バスターミナルは、先ほども御説明がございま

したように、三宮駅東側、雲井通５丁目、６丁目において検討しております整備の流れで

ございます。 

 再整備基本構想に、新バスターミナルが位置づけられたことを受けまして、まず市のほ

うで、雲井通５丁目、６丁目の新バスターミナル整備構想エリア全体において、バス乗降

場集約の考え方ですとか、再整備ビルの全体イメージなどを盛り込んだ基本計画案を策定

することとさせていただいております。  

 その内容を踏まえまして、各地域において事業化を検討していただくこととなります。

図の矢印の流れにもございますように、その基本計画案の策定後、民間事業者による参画
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というのも視野に入れながら、事業手法、都市計画手続などを経て、整備工事、そして完

成を目指すという流れになります。  

 続きまして、２ページをご覧ください。新バスターミナル整備について、スピード感を

持って総合的に検討していくため、基本計画案の策定に当たりましては、民間事業者から

基本計画アドバイザーを公募し、三菱地所グループと森ビル都市企画グループを選定いた

しました。現在この２グループそれぞれから提案、またノウハウ等を取り入れさせていた

だき、この基本計画の検討を進めているところでございます。年内を目標に、この案とい

うのを取りまとめていきたいと考えています。 

 続きまして、３ページをご覧ください。それでは、基本計画の中身に入らせていただき

ます。まずは、バス乗降場集約の考え方でございます。  

 ３ページ、４ページにもなりますが、２グループアドバイザーのバスターミナルのとこ

ろに関する提案を抜き出させていただいたものです。両者には共通するところがございま

して、まずバスが停車するバースの数でございますが、上の３ページになりますが、三菱

地所グループでは、現状と同等以上の３２バースを確保、新規のバスターミナルとしては

２１バース、また乗降場につきましては、左側になりますが、現在の三宮バスターミナル、

ミント神戸を降車専用、新しいバスターミナルを乗車専用にするというもの。  

 また、バスターミナルは、計画建物の１階に集約配置してはどうかという意見があがっ

てございます。 

 続きまして、４ページをご覧ください。こちら森ビル都市企画グループの提案になりま

すが、こちらも同様に、バース数につきましては、右側にもミント神戸との一体利用でご

ざいますが、ミント神戸の現状のバスターミナルに、新しいバスターミナルで１５から２

０の 

バースを必要ということで、合わせて３０前後の数を、提案されております。  

 また、乗降場につきましても、基本方針の３つ目にございますように、ミント神戸を降

車専用、市バスターミナルを乗車専用にしてはどうかというところで、また、下の３階か

らの地下１階の図にもありますように、乗降場バスターミナル１階への配置を、提案され

ておられます。 

 まだ検討中ではございますが、こういった内容は集約の方向性として、有力な考え方に

なるかと思いますので、こういった案を参考に、これから詰めて考えていきたいと思って

います。 

 続きまして、５ページをご覧ください。先ほどのバスターミナルの関係でございますが、

もしバスターミナルを上階に配置する場合、バスが上り下りするスロープを、敷地内に設

ける必要が出てまいります。その面積ですが、左側の緑の図にございますように、一般的

な基準で考えますと、ワンフロアで２，７００㎡ほど必要となります。これを実際、右上

の図のように、現地の敷地に当てはめてみますと、赤のスロープ部分というところになり、
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かなり大きな部分を占めるということになります。  

 右下に参考の写真として、他都市で上階にバスターミナルを配置される事例を紹介させ

ていただいておりますが、こういったものは敷地外で、大きな専用スロープをとっている

ケースとなっておりまして、なかなか同様にはいかないところがあるというような状況と

なっております。 

 それを踏まえまして、６ページをご覧ください。バスターミナルを設置階の位置別にパ

ターン検討したものを、表にしたものでございます。  

 １階に配置するＡパターンでございますが、こちらは先ほど申したようなスロープは不

要のため、効率的なレイアウトが可能で、利用者にとってもわかりやすい場所となります

が、１階に店舗を、現在のように十分に配置するという部分で、少し難しい点が出てまい

ります。 

 次に、地下１階と１階で設置するＢパターンでございます。こちらはＡパターンよりも、

１階に店舗という面では、多くとることが可能であり、また１階同様、比較的わかりやす

い配置ということに、利用者目線からもなりますが、一方、バスの車路や、地下の換気設

備などが必要になりまして、そういった面でやや非効率になる部分も出てまいります。  

 続きまして、上層階に設置するＣパターンでございますが、１階などに店舗は十分確保

できるものの、バスの車道が非常に大きくなるというところで、問題があるということと、

また、バスターミナルへの移動距離が長くなるといったことが出てまいります。  

 このようなメリット、デメリットがそれぞれのパターンでございますが、また新たに整

備されて、全体の構成ということとの兼ね合いも考慮していく必要がございますので、そ

の上でふさわしい位置というのを今後、決めてまいりたいと考えております。  

 続きまして、７ページをご覧ください。再整備ビルの全体イメージです。新たにビルを

整備するに当たりましては、敷地北側のあじさい通り、現在、非常ににぎわった場所でご

ざいまして、こういったにぎわいを大事にしていく必要があると考えてございます。その

点におきまして、両グループからの新たな再整備ビルを建てる中で、あじさい通り側に路

面型店舗をつくっていくということを、御提案いただいてございます。こういった方向で、

にぎわいを維持・形成できるということも、お答えいただいていますので、ぜひ、こう 

いったことも検討に入れていきたいと考えてございます。  

 続きまして、８ページをご覧ください。全体の機能、用途についてでございます。  

 バスターミナル以外にも、ビルには様々な機能、用途を盛り込んでいくことが必要にな

ります。両アドバイザーからも同様の機能として、例えば業務、産業といった業務機能、

後は商業、生活など商業系の機能、また宿泊、ホテルの機能、そして文化芸術の機能、そ

れぞれ類似の機能を御提案いただいておりまして、この三宮駅前というポテンシャルの高

い場所を生かして、神戸の活性化に寄与するような機能を提案したいと考えております。  

 また、公益機能につきましては、現在、市全体で行政施設のあり方を検討しているとこ
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ろでございますので、その方向性を踏まえながら、公益施設につきましても、必要な機能

というのをこの中に、盛り込んでまいりたいと考えております。  

 続きまして、９ページをご覧ください。最後は、再整備の事業手法でございます。  

 多くの地権者様がいらっしゃる中で、この事業を確実にスムーズに進めていく仕組みは、

それに適した事業手法を選択する必要がございます。  

 ９ページ、１０ページには、どちらも各グループの御提案になりますが、まず、それぞ

れどちらも事業としましては、公共施設の整備や都市機能の更新が同時にでき、また複雑

な権利関係の整備も適している市街地再開発事業、こちらが提案されてございます。  

 また、その施行方式としては、後ほどまた、少し詳しく御説明いたしますが、再開発会

社を使った施行の方式を提案されています。  

 また、事業を円滑、かつ安定的に実施するために、事業のコーディネートや調査設計の

代行、また新たにつくった保留床取得などに、民間の力を借りて、民間活用を図る必要が

あるというようなことも、御提案いただいています。  

 １１ページのほうに、私が先ほど施行方式、再開発会社と申し上げましたが、それを含

めた施行方式の特徴を説明した図の表を見せてございます。 

 再開発組合、再開発会社、地方公共団体というふうに並んでございますが、一番左端の

再開発組合は、特徴として、土地所有者など、地権者のみで運営していく方法でございま

して、５人以上の地権者により設立が決まると、地権者の方全員で御参加して、決めてい

くということになります。  

 再開発会社でございますが、こちらは出資した株主の方で運営していくものでございま

して、ただし、一定割合は地権者の方が出資するというようなルールになってございます。  

 さらに、民間の方、外部の方も株式を取得して参加することができるというところが大

きな特徴でございます。特に、この再開発会社は新しい施行方法でございまして、まだ全

国的には１３事例となってございます。  

 これら以外にも、一番右端の地方公共団体の施行という方法もございます。  

 このような特徴がございますが、これらにつきまして、地権者の皆様とも引き続きお話

をさせていただきながら、事業手法等、決めていきたいと思います。 

 １２ページが、目標スケジュールでございます。現在、黄色の基本計画案の検討の段階

でございますが、まずは、左下のブロックの平面図にもございますように、緑色の雲井通

５丁目のブロックをⅠ期としまして、事業化に着手したいと考えてございます。 

 スケジュールにもございますように、Ⅰ期のところですが、今年度末ごろに事業手法を

確定いたしまして、その後、各種手続を経まして、平成３７年ごろの完成・使用開始を目

指して進めてまいりたいと考えてございます。 

 Ⅱ期としております雲井通６丁目のブロックにつきましては、当面勉強会、意向把握な

どを行いながら、平成３３年ごろⅠ期と同様の流れで、事業化を進めてまいりたいと考え



 

- 14 - 

てございます。 

 Ⅲ期以降のブロックにつきましては、将来需要を見ながら具体化を検討してまいります。 

 あくまでも、我々の考えるスケジュールを提案させていただいておりますが、地権者の

皆様と十分にお話し合いを重ねながら、このスケジュールについても進めてまいりたいと

考えてございます。 

 そして１３ページ、御参考でございますが、Ⅰ期ブロック内にあたりますサンパルビル

の区分所有者様より、神戸市へ「新バスターミナル整備計画推進に関する要望書」が提出

されまして、スピード感を持って推進するとともに、きめ細やかな対応を求める内容を御

要望いただきましたので、この場で合わせて御報告させていただきます。  

 御説明は以上です。 

○会長   

ありがとうございました。  

 「都心三宮の動き」それと、「新バスターミナルの整備」について、お話をいただきまし

た。この特に新バスターミナルの整備について、基本計画アドバイザーの方の提案なども

ありまして、いよいよ現実味を帯びてきたかという感じがいたします。  

 この２点につきまして、皆さんのほうから何かお気づきの点、コメント、御質問でも結

構ですけれども、何かありましたら御発言いただければと思いますけども、いかがでござ

いましょうか。 

 なかなか最初は御発言しにくいところだと思うのですが、こういうときに学識経験者の

方がいらっしゃると思いますので、いかがでしょうか。  

○委員   

バスターミナルですけれども、後でまた出てまいりますけれども、この三宮クロススク

エアの「えき≈まち空間」は、全体的にまちのにぎわいです。地上階で感じるまちのにぎわ

いというのをいかに、三宮に降り立った人に感じさせるかというところが、一つの視点だ

と思いますので、今回のダイアグラムで、バスターミナルの周りにまちに面するあたりに

は、商業施設のようなにぎわい施設を配していただいていると思うのですが、それはぜひ

実現の方向で、計画には十分留意いただいて、逆に言いますと、三宮クロススクエアを東

から来た場合、このバスターミナルが顔になります。そのあたりでは、景観的なデザイン

誘導の対象としても、非常に重要な案件になろうかと思いますので、そのあたりの御協力

もいただきたいという２点でございます。  

○会長   

ありがとうございます。 

○委員   

別紙でも御提案があるようですが、この三宮クロススクエアと、沿道の建物との関連、

機能面でのつながりがまだ少しちょっと見えにくいのかなという気がしております。  
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 沿道の土地利用とどのように一体化していって、三宮クロススクエアをどう活かしてい

くのか、そのためにはどんな用途をその沿道でつくっていくのかということも、今後、非

常に楽しみな点です。その点にもぜひ、御配慮いただければと思います。  

○会長   

この三宮クロススクエアのあたり、基本計画の３については、この次に事務局のほうか

らまた、御説明いただきたいというふうに思っております。もう既に、そういうキーワー

ドも出てきておりますので、皆さんのほうから既に、資料も見ていただいていると思うん

ですけども、どのような視点でも結構ですので、何かございましたら御発言いただけたら

と思いますが、いかがでしょうか。  

○委員   

バスターミナルのほうのことで質問があるんですが、この３２バースとか、もう１社の

ほうは３５とかあるんですか。このバースの数というのは、これしかとれないからこうい

うふうに書いているのか、これだけあったら十分賄えるというふうに考えているのか、 

どっちなんでしょうか。 

○会長   

このあたり、事務局のほうから、簡単にちょっとお答えいただけるとありがたいんです

けれども。 

○事業推進担当課長   

こちらのほうにつきましては、事業者様の御提案ということにはなりますが、まず我々

が集約したいと思っている中長距離バス３１バース、現状ございます。それを集約するた

めに必要なものが、この数で配置、集約できるのではないかという考え方であると思って

おります。 

○委員   

拡張の余地はないんですか。今、現在これで賄えるけれども、増えるということについ

ての対応能力はないんですか。 

○事業推進担当部長   

今おっしゃられましたように、現在３１あるというのは、これは事実でございまして、

単純に集約するとそれは必要になるんですけれども、新しいバスターミナルを一体的につ

くるということでいえば、恐らくもう少し効率的な運用ができると思います。ですので、

３１あるのは集約をして、少し効率的にすると余裕が生まれますので、ここで御提案いた

だいている３０前後のバースができれば、少し将来需要みたいなことも含めて、検討でき

るかなと、そのあたりは実際のバスの事業者さんに、意見を伺っているところでございま

すので、最終的な数値を決めるに当たりましては、そういう将来需要もにらんで、余裕を

もった形での検討をしたいと考えてございます。  

○委員   
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わかりました。ありがとうございました。  

○会長   

ほかにいかがでしょうか。どうぞ、御遠慮なく。せっかくの機会でございますので。よ

ろしいでしょうか。 

 

（３）「えき≈まち空間」基本計画素案について【意見交換】 

 

○会長   

 そうしましたら、次の議事３は「えき≈まち空間」基本素案になっておりまして、これを

聞いていただいて、またバスターミナルの整備につきましても、まとめて皆さんのほうか

ら、御意見・御質問を受けたいというふうに思います。  

 そうしましたら、基本計画素案につきまして、事務局のほうから説明お願いいたします。 

○都心交通担当課長   

都心交通担当課長の北田でございます。  

 私のほうから、資料５「えき≈まち空間」基本計画の素案について、御説明をさせていた

だきます。 

 まず１ページの左側をご覧ください。「えき≈まち空間」ですが、三宮周辺地区の再整備

基本構想の中で、三宮の６つの駅とバス乗降場と、さらに周りのまちをつなぐ空間を「え

き≈まち空間」と位置づけ、さらに神戸の玄関口にふさわしい空間整備を行うこととしてご

ざいます。 

 その核として、三宮交差点を中心に、フラワーロードと中央幹線の一部において、人と

公共交通優先の空間「三宮クロススクエア」を創出していきます。 

 「えき≈まち空間」の目指すべき目標像を、三つ掲げてございます。  

 一つ目は、三宮の６つの駅が、あたかも一つの大きな「えき」となるような空間にして

いきたいと。 

 二つ目が、「えき」と「まち」が行き来しやすく、より便利で回遊性を高める空間として

いきたいと。 

 三点目が、まさに神戸の玄関口にふさわしい、象徴となる空間づくりをしていきたいと。 

 この三点を掲げてございます。  

 今回の「えき≈まち空間」基本計画の目的でございますが、「えき≈まち空間」の実現は、

行政だけで成し得るものではございません。官と民が「えき≈まち空間」を一体的につくっ

ていくためにも、三宮クロススクエアをはじめとする公共施設の計画や、あるいは民間施

設に期待される機能や設えなどについて、共通の目標像と、それに必要な取り組みを示す

「えき≈まち空間」の基本計画を、作成していきます。  

 今回、お示しする素案の位置づけでございますが、基本計画において、核となる三つの
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視点、「えき≈まち空間」の「空間構成」、「交通計画」、それと「景観形成」について、その

考え方を素案としてまとめました。  

 今後、この推進会議を初めとしまして、地域や事業者、市民の皆様など、様々な場にお

いて、御意見を頂戴しながら、必要な要素を盛り込んだ基本計画として、まとめていきた

いと考えてございます。 

 「えき≈まち空間」基本計画素案の構成でございますが、その右に示していますとおり、

空間構成の考え方、交通計画の考え方、景観形成の考え方、それと三つの視点を総括する

「えき≈まち空間」のイメージ、さらに参考としまして、「えき≈まち空間」実現のためには、

都心における交通体系も見直していかないといけないということで、都心における交通体

系の基本的な考え方を最後にまとめてございます。  

 右側は、これまでの取り組みとして、三宮周辺地区の再整備基本構想の概要、それとそ

の下には、「えき≈まち空間」の鳥瞰図をイメージとして載せてございます。 

 １枚めくっていただきまして、一つ目の視点、空間構成の考え方でございます。  

 まず都市軸ということで、商業・業務機能が集積します三宮から元町方面をつなぎ、周

辺施設と合わせて、日常的に人のにぎわいや活力を創出する東西の軸。それと、山と海を

つなぎ、広域交通拠点としての新神戸駅、神戸港、神戸空港を結ぶ、花と緑を備えた人と

公共交通中心の南北軸。この二軸構成で、都心の骨格を形成します。まさにその中央に位

置するのが「えき≈まち空間」ということになります。  

 「えき≈まち空間」の構成でございますが、右側の中ほどの図を合わせてご覧いただけれ

ばと思います。 

 「えき≈まち空間」は、都市軸である東西、南北軸の中心、三宮クロススクエアの整備に

合わせて、駅前広場や新バスターミナルなど、再編を進めるべく交通空間、それと、歩行

者空間の充実によって回遊性を強化すべき、周辺の界隈空間で構成されます。  

 三宮クロススクエアは、まさにこれらの空間を相互につなげる重要な役割を担うと考え

てございます。 

 三宮クロススクエアのゾーニングということで、今回五つのゾーンに分けて、それぞれ

異なる特徴を持つ空間として、位置づけをしてございます。  

 まず、中心となる三宮交差点は、神戸の玄関口・三宮を印象づける場として、神戸の顔

にふさわしい空間を形成する「象徴ゾーン」。さらに、交差点から東側につきましては、  

ＪＲ、ポートライナー、阪神などの鉄道エリア、バスターミナルが近接し、乗換の空間を

わかりやすくするとともに、日常的なにぎわいや大規模イベントに対応できる「にぎわい

ゾーン」。 

 三宮交差点から西側につきましては、北に高架下の商店街、南にセンタープラザ、三宮

センター街などがあり、元町方面につながる空間として、人が憩い集うための「うるおい

と憩いのゾーン」。 
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 南側につきましては、東遊園地を経て、ウォーターフロントへ誘う空間を確保し、花と

緑の連続や海へのつながりを意識した「海へつながる環境ゾーン」。 

 北側については、ＪＲと阪急の北側広場が一体となった歩行者空間を確保し、六甲山を

望む視点場を設けるとともに、北野方面へのアプローチ空間として「山を感じる自然ゾー

ン」として、位置づけてございます。  

 そのページの下段には、各ゾーンのイメージとなる国内や海外の都市の事例を写真で、

紹介してございます。 

 一枚めくっていただきまして、二つ目の視点、「交通計画」の考え方でございます。 

 今回、歩行者と公共交通、自動車交通に分けて整理をさせていただいております。  

 まず、歩行者につきましては、三宮の大きな課題であります乗換動線の改善、それと、

「えき」から「まち」への回遊性を向上させていきます。  

 まず、乗換動線の改善について、三点ポイントを掲げております。 

 一つ目が、乗換動線をわかりやすくするために、見通しをできる限り確保するというこ

と。 

 二点目が、周辺民間施設の開発に合わせて、上下移動しやすくなるよう、エレベーター

やエスカレーターを設置すること。  

 三点目が、「三宮クロススクエア」と「えき」との動線を、わかりやすく整理する。  

 以上の三点を掲げてございます。  

 改善すべき乗換動線としましては、阪急、阪神、ＪＲ、各鉄道からのポートライナーへ

の乗継、さらには、阪急新ビルの建て替えに合わせて、改善が予定されております阪急か

ら地下鉄西神・山手線への動線をあげてございます。  

 その下に、地下、地上、デッキの三層で乗換動線のイメージを示しております。特に駅

が集中します三宮交差点には、わかりやすい場所にエレベーターやエスカレーターと、滞

留空間を兼ね備えたボイドを、民間施設の開発に合わせて設けていくことで、三層のつな

がりを、より一層高めていくこととしてございます。  

 右のほうに行っていただきまして、「えき」から「まち」への回遊性の向上ということで、

こちらも三点挙げてございます。 

 下の図面の緑の矢印で示してございますが、北野や元町、ウォーターフロントといった

周辺のにぎわいスポットと、三宮クロススクエアを自由に回遊できる歩行者ネットワーク

を形成すること。 

 二点目が水色の波線の矢印で示しておりますが、周辺の民間施設の開発に合わせて、え

きからまちへの見通しのよい歩行者空間を形成すること。 

 三点目が、茶色の矢印になりますが、鉄道南北のまちをつなぐ歩行者動線を改善してい

くこと。こういったことを掲げてございます。 

 その下には、地上レベルとのつながりを補完するデッキ、ボイドの考え方を示してござ
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います。特に、デッキにつきましては、三宮クロススクエアができた時点では、歩行者の

移動は地上を最優先とし、デッキの整備は最小限としていきます。ただし、阪急からポー

トライナーへの乗換など、乗換の動線となるデッキについては、きちんと整備をしていき

ます。また、駅前ロータリーなど、自動車やバスが通る箇所の横断デッキについても、整

備をしていくと、そういうことで、考え方を整理してございます。  

 １枚めくっていただきまして、公共交通、自動車交通にかかる考え方でございます。  

 こちらにつきましては、大きな考え方としましては、通過交通を都心外縁部に誘導し、

三宮クロススクエアは人と公共交通優先の空間としていくと。  

 その中で、四つのポイントを掲げてございます。  

 一つ目、公共交通、バス、タクシーなどの考え方でございますが、三宮クロススクエア

の創出に合わせて、駅前広場を新設、拡充していきます。 

 具体的には、そのページの中ほどに交通空間のイメージ図というものを記載してござい

ますが、ＪＲの三ノ宮駅の北側駅前広場の拡充ですとか、三宮クロススクエア、現在検討

されておりますＪＲさんのターミナルビルの建て替えに合わせて、南側駅前広場を再編す

る。あるいは、東に中長距離のバスターミナルを整備するなど、交通空間の再編を行って

まいります。これによりまして、路上に分散するバスやタクシーの乗降場を集約し、利便

性とわかりやすさを向上させてまいります。  

 また、フラワーロードにつきましては、将来的にも公共交通の軸とすることを今の時点

で考えてございます。 

 二点目、寄り付き交通・緊急車両の考え方になります。自動車での駅の寄り付きを必要

とする交通弱者の方や、まちなかに用事のある自動車や自転車利用者にとって使いやすい

駅前広場、駐車場、駐輪場を整備してまいります。 

 また、緊急車両の通行や災害時の活動に必要な空間についても、きちんと確保してまい

ります。 

 三点目です。荷捌き交通の考え方でございますが、各施設への動線や利用しやすい共同

の荷捌き場を確保することで、荷捌きの円滑化や効率化を図ってまいります。今後、地域

の商店街の方や事業者の方々の意見も聞きながら、この点については特に議論をしていき

たいと思っております。 

 四点目、シェアサイクル・パーソナルモビリティの考え方でございます。「えき≈まち空

間」内や周辺のまちへの移動支援として、例えばコベリンなどのシェアサイクルや将来的

には、パーソナルモビリティなどの利用にも対応できる環境を整備していきます。  

 一例として、左の下のほうに示しておりますが、案内サインなどの情報発信機能ですと

か、木陰やベンチなどの休憩施設、さらに歩行者と他の交通手段との結節機能を兼ね備え

たモビリティスポットなどを、歩行者ネットワーク上の空間に設置することを考えていき

ます。 
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 １枚めくっていただきまして、三つ目の視点でございます。景観形成の考え方ですが、

左側にこれまで神戸が培ってきました、これまで大事にしてきました景観の考え方を、基

本的な方針として、また右側にそれをどう実現していくかについての、誘導施策としてま

とめてございます。 

 基本的な方針ですが、「えき≈まち空間」はデザイン都市・神戸の玄関口になります。神

戸の歴史や自然環境を背景に、歴史や文化の薫りが漂い、魅力と風格のある町並みや、訪

れた人々の感性に響くシンボリックな玄関口として、市民が誇りに思える景観を創出して

いきます。 

 その中で一点目、都市と自然が調和する景観として、都市部において、貴重な緑の豊か

さや、水際への開放感を体感できるような、眺望景観の確保ですとか、あるいは視点場の

整備、まちなみのコントロールを図ってまいります。  

 二点目、神戸らしさを感じるまちなみ形成ということで、地域全体の回遊性や魅力の向

上を図りつつ、全体として神戸らしさが感じられるような一体感のあるまちなみ形成を図

っていきます。 

 三点目です。温かみのある夜間景観ということで、人に身近な部分でのライトアップな

ども含め、温かみのある神戸らしさが、夜間も感じられるように取り組んでまいります。  

 右側の誘導施策でございますが、特に三宮交差点の空間デザインということで示してご

ざいます。三宮の交差点は、神戸の玄関口・三宮を印象づける新しい顔となるべき場所に

なります。周りの沿道建築物に対しても、三宮クロススクエアに向けて、エントランスを

確保する、周辺のまちなみとの連続性に留意していただく、あるいは圧迫感を軽減するた

めの高層階のセットバックや、軒線の設定、こういったことを求めていくことによって、

三宮クロススクエアに対しての顔づくりや、街角空間の確保、魅力的なコーナーデザイン

の創出を図っていきます。  

 二点目に、「まち」と建築とのつながりということで書いてございます。  

 建物低層部を、ピロティ空間にするなど、公共空間と沿道の建物が相互に呼応した一体

的なにぎわい空間を創出していきます。また、「えき≈まち空間」の歩行者ネットワークと

スムーズに連絡する建物内部の動線や滞留空間、エントランスなどの配置の調整を図って

いきます。 

 三点目でございますが、景観デザインコードを設定することで、建築物や公共施設のデ

ザイン誘導、六甲山系などへの見通しの配慮、屋外広告物のコントロールを行い、神戸ら

しさが感じられる風格ある町並みを誘導してまいります。  

 １枚めくっていただきまして、これらを総括する形で、「えき≈まち空間」のイメージを

記載してございます。まず左側でございますが、三宮の６つの駅があたかも１つの大きな

駅となるような空間ということで、阪急新ビル建て替えに合わせて、阪急と地下鉄との乗

換動線の改善事例を例として示してございます。  
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 ここのポイントとしましては、地下、地上２階の改札階を直通で結ぶエレベーターが、

新設されるということ。 

 それと、地下鉄の改札前のわかりやすい場所に、エレベーターやエスカレーターなどが

配置されるということ。 

 さらに１階につきましては、北側のアモーレ広場と一体的に、人が待ち合わせるイベン

トスペースが配置される。こういったことを通じて、乗換動線の改善が図られていくこと

になります。 

 その下には、乗換動線における見通し改善のイメージを、イメージパースとして示して

ございます。 

 さらに右側におきましては、「えき」と「まち」が行き来しやすく、より便利で回遊性を

高める空間ということで、建物内部と道路などの公共空間の一体性、あるいはつながりを

イメージしたものを載せてございます。  

 さらにその下、美しき港町の玄関口にふさわしい象徴となる空間としまして、三宮の交

差点を南に望んだイメージを示してございます。特にこの神戸の玄関口としてふさわしい

空間につきましては、今後いろいろと御意見を頂戴しながら、検討を進めてまいりたいと

いうように思ってございます。  

 １枚ページをめくっていただきまして、三宮クロススクエアの四つのゾーンについて、

現況の写真、それとイメージスケッチ、断面図などにより、各場所の特色やイメージを示

してございます。 

 まず、山を感じる自然ゾーンでございますが、こちらにつきましては、阪急北側アモー

レ広場とＪＲの北側駅前広場とが一体的な待合空間として機能し、そこでは自然、山を感

じる空間となるようなイメージをしております。  

 右に行きまして、海へつながる環境ゾーン。こちらにつきましては、南北軸として公共

交通が通行しながらも三宮交差点から東遊園地を経て、ウォーターフロントにつながる公

園的な利用をイメージしてございます。  

 左下でございますが、うるおいと憩いのゾーン。こちらにつきましては、仮設店舗や屋

台、キッチンカーなどが並び、飲食ができるとともに、木陰で少し休憩ができる空間が元

町方面に向かって続くストリート的な活用のイメージをしております。  

 最後に、にぎわいゾーンになります。こちらにつきましては、イベントやライブができ

る広場空間、さらには災害時には、まとまったオープンスペースとして活用できるような

広場の利用のイメージを持ってございます。  

 1 枚めくっていただきまして、事業ステップについて記載してございます。三宮クロス

スクエア、「えき≈まち空間」につきましては、一朝一夕には実現することができません。

段階を踏んで順に事業を進めていく必要があると考えてございます。 

 今回、示してございますが、第１段階としましては、バスターミナルなどのⅠ期整備、
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あるいはＪＲさんの駅ビル建て替えにあわせた駅前広場の再編。そういった時期に、東西

の中央幹線につきましては、車線の削減を順に進めていくと。  

 第２段階につきましては、バスターミナルが完成している時期ぐらいには、東西につい

ては中央幹線が広場化。なおかつ、南北については車線削減を少しずつ進めていくと。  

 そういったことを踏まえて、最終的に第３段階として「えき≈まち空間」、三宮クロスス

クエアの実現に向かっていきたいと考えてございます。 

 １枚めくっていただきまして、最後になりますが都心における交通体系の基本的な考え

方を記載してございます。  

 先ほども言いましたように、三宮クロススクエア、「えき≈まち空間」実現のためには、

都心の交通体系を大きく見直していく必要がございます。基本的な方向性としまして、３

つの柱で総合的に取り組みを進めていきたいと思っております。  

 一つ目が「自動車交通のマネジメント」ということで、都心部を走行する自動車交通の

整流化、あるいは削減。さらには商業、業務などの活動を支える交通の確保については、

しっかりやっていくと。「歩行環境の向上」につきましては、多様な利用に対応した快適な

歩行空間の確保。「公共交通の利用促進」につきましては、誰もが安心して、スムーズに目

的地まで移動できる、様々な移動手段の確保ですとか、乗り換え利便性の向上。自動車交

通から公共交通への利用の転換。そういったことを総合的に取り組んでまいります。  

 その下に「自動車交通のマネジメント」について、具体的な対策を少し書いてございま

す。この対策につきましては、現在、道路管理者と一緒に、まさに検討を進めているとこ

ろでございます。 

 一つ目に新たな道路整備や交差点改良などにより、外周道路を強化し、通過交通を広域

から迂回誘導をはかっていくと。 

 二点目としまして、都心内の交通の適切な誘導ですとか、交通規制の見直しなどにより、

利便性を確保していくと。  

 三点目が公共交通の充実、駐車場の利活用により、自動車交通の総量抑制をはかってい

くと。こうしたことを交通状況を見据えながら必要な対策を実施し、段階的に整備を進め

ていきたいというふうに思ってございます。  

 右側の歩行環境の向上につきましては、既に取り組みが進んでおります、ＫＯＢＥパー

クレットですとか、葺合南５４号線の整備、三宮プラッツの取り組みを事例として載せて

ございます。今後もこうした歩行環境の向上に努めてまいります。  

 右下に公共交通の利用促進につきましても、歩行者の移動支援として、新たな公共交通

システムの導入可能性検討ですとか、コミュニティサイクルの充実、わかりやすく使いや

すい料金体系として、ゾーン内均一料金制度の導入、交通結節機能の強化、公共交通への

利用の転換として、フリンジ駐車場と公共交通の連携強化などの取り組みも進めていきた

いと思ってございます。 
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 都心の交通体系見直しにかかる具体的な内容につきましては、交通管理者である警察さ

んとも今後相談させていただくとともに、まさにこれから関係機関との協議を進めていく

こととしております。 

 今回の三宮クロススクエアのイメージを含む「えき≈まち空間」の基本計画素案につきま

しては、市としての考え方を今回初めてお示しさせていただきました。  

今後、様々な場で御意見を頂戴しながら、また関係機関とも協議を行いながら、基本計

画として取りまとめていきたいと考えてございます。  

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○会長   

ありがとうございました。事務局から、「えき≈まち空間」基本計画素案 をお手元の資料

に基づいてお話をいただきました。空間構成、交通計画、景観形成、これらのこの考え方

とか、「えき≈まち空間」のイメージ。とりわけ三宮クロススクエアのところには、大変焦

点をあてて、お話をいただいたというふうに思います。このあたり、かなり事業のステッ

プなども含めて、お話をいただきましたので、皆さんのほうから何か御意見、御質問をど

うぞお願いいたします。 

○委員   

ちょっと何点か、お聞きしたいと思いましてよろしいですか。  

 先ほど新バスターミナル整備について御説明されました、この７ページに路面型のにぎ

わい空間形成とございますよね。あじさい通り。ここと今、「えき≈まち空間」について御

説明されました、寄り付き交通で緊急車両の考え方、冒頭ありまして。駅前広場の新設。

タクシー、一般車とございますよね。そこの相関関係がどうもちょっとよくわからないん

です。かたや路面型の未来空間形成を考えておられる。かたや駅前広場の新設を考えてお

られる。 

 先ほどの、新バスターミナル整備についての説明で当事者というか、当該地区から代表

で出てきている者からすれば、どんどんスピード感を持って進めると、推進すると言われ

たので、顔色が今、真っ青になっているんですけれども。その辺の相関関係がもう一つよ

くわからないので、リンクしてないような感じでみられますので、もうちょっと、そこの

ところを具体的に御説明があれば助かるんですけれど。  

○会長   

事務局のほうから、今の御質問にお答えいただけますでしょうか。  

○都心三宮再整備担当部長   

先ほどバスターミナルのほうのところは、事業者からの提案ということで、既存の商業

施設、そちらのほうがきちんと対応できるようにというようなことで提案されてございま

す。 

 それから、あとで説明しました「えき≈まち空間」のほうですけども、４ページのところ
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をご覧ください。４ページの右上の「（２）寄り付き交通・緊急車両の考え方」のところで、

黒の点線で寄り付き動線というようなことも、少し配慮してございます。  

 それから、「（３）荷捌き交通の考え方」のところで、それも少し荷捌き動線の確保とい

うような形で書いてございます。ただ、これは地域の方と十分にお話をした中で、書いた

ものではなくて、「こういう考え方ではどうでしょうか」ということで書いたものですので、

今バスターミナルの計画を進めていく状況と、それから「えき≈まち空間」基本計画を作成

していくにおいて、地域の皆さんとお話をする中での整合というものは、今後地域のほう

とお話をする中で、きちんと整合をはかっていきたいというふうに考えてございます。 

○会長   

たたき台というか出発点ですので、このコンサルタント、アドバイザーのものも、これ

を参考にしつつ、これから皆さんと議論しながら考えていくという素材だと思いますので。

ありがとうございます。 

ほかにいかがでございましょうか。  

○委員   

先だっても前の会合のときにも、私はＲ＆Ｄ（リサーチ＆ディベロップメント）という

ことについてお話を申しあげたんですが、研究開発機能を三宮駅並びにその周辺に設置す

ることの提案をさせていただきました。  

 ポートアイランドにはいわゆるライフサイエンス分野の研究開発機能が充実をしてござ

います。私どもは、生活文化産業の業務に携わっているんですが、この生活文化産業のイ

ノベーションにつながるＲ＆Ｄの設置について、産官学民の力を結集して、設置をいただ

きたいという提案をしておるわけであります。 

 詳細については、この中身に書いておるんですが、そういうことを通じて、他都市との

差別化、あるいは新たな価値創造ができるまちへ、転身をかけていきたいと。それによっ

て、例えば酒という観点から見たらどうなのかと。食品という観点から見たらどうなのか

と。アパレル、シューズ、化粧品という生活産業群にコンセプトを明確に打ち出して、健

康とか情報などに迫る研究開発をしていくことによって、今までどちらかと言いますと、

ファッション都市とかデザイン都市とかというふうな、いわば「美」という観点から、こ

のまちづくりというか産業づくりが形成されてきております。これは、５０年余りに渡っ

てやってきているわけですが、今度はＲ＆Ｄという考え方を、その生活文化産業群に付け

加えていく。それを世界の学者さんを集める、あるいは東京から、名古屋から、九州から、

各都市から学者さんに参画をいただいて、新しいイノベーションを起こしていったらどう

なのかと。これは、ＪＲ三ノ宮駅の施設でもいいわけですし、あるいは、交通センタービ

ルとか、あるいはこの新庁舎になるであろう２号館ですね。こういったところのスペース

を活用していく。 

 アメリカにこのウィワークなんていう企業が、今日本に上陸して来ようとしているんで
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すね。こういう研究開発のドッキング機能をもったような、そういう会社であります。日

本でできるだけ早く、神戸にこういう企業体を取り込んでいって、その群たちにいわゆる

場所を貸す、そしてそういう運営の位置をやってもらうというようなことも大事なことな

のかなと。 

 ここにつらつらとフューチャーセンター働き方改革とか、未来の働き方とか、タッチダ

ウンとかいうようなことも、少し勉強したものですから、ここに書き加えさせていただき

ましたが、後ほど皆さん方に読んでいただきまして、生活文化産業のオープンイノベーシ

ョン、Ｒ＆Ｄ神戸を絶好の機会ととらまえて打ち出していってはどうなのかと。そういう

提案を新たに加えていただければ、大変ありがたいと思います。  

○会長   

ありがとうございます。大変貴重な御提案だと思います。新しいものをずっと生み出し

続けるというのが都市の役割という、そういう観点からいうと、神戸はそういうように、

これまで頑張ってきたわけですので、その将来展望について御指摘いただいたというよう

に思います。 

 今回、空間計画についての議論が中心でしたので、今回の文章の中になかなか入ってい

ないんですけども、これらとそういう空間計画といいますかね。ハードとが、どのように

ドッキングするのか、融合するのかというのは、大変重要な観点だと思います。ありがと

うございました。 

 ほかに皆さん、いかがでしょうか。  

○委員   

都心の神戸の三宮の中心とした都心の開発というのは、私はできるだけ早くしてほしい

というのが念願でございます。年齢もこの中では、恐らく最年長ではないかなと思ってお

るんですが。大阪、京都などに比べまして、玄関口であります三宮が、旧態依然だという

のは、前から思っておりましたし、やはり神戸という「おしゃれなまち」というふうに言

われておるんですが、三宮がどうも、やはりおしゃれなまちではないな、というのは、前

から思っておりました。したがって、どのような形になるのかなと。いろんな皆さんのお

考えのもと、今日もこの案を見せていただきまして、これはすばらしいなと。このような

まちに変化していく神戸。それがもう、できるだけ早くスピード感を持ってやっていただ

けたらありがたいなというふうに思っております。  

 ただ、個々の問題につきましては、大変難しい問題がたくさんあろうかと思いますけれ

ども、それは皆さん、地域の方とも、よく話し合っていただいて、できる限りいいものに

していただいて、「神戸の玄関口・神戸は変わったな」というそういう新しい神戸にしてい

ただけたら、ありがたいと思っております。以上でございます。  

○会長   

ありがとうございます。 



 

- 26 - 

○委員  

本当に、すばらしい計画が着々と進んでいるということで、段階を踏んで早くしていた

だきたいということと、私らもざっくりしたことしかわかりませんけども、やはり「神戸

らしい」ということを強調して出していただきたいことと、「ほっとするまち」というもの、

そういう感じでなっていけばいいかなと思っております。以上です。 

○会長   

ありがとうございました。全体を見渡していただくという点では、大変貴重な御意見あ

りがとうございました。ほかに皆さん、いかがですか。 

○委員   

お二方の意見と全く同意見で、何よりスピードアップが重要です。いろんな調整事項が

あるかもしれませんが、こういう案を御提案されて、調整して、そして次また第２中間報

告になって、というテンポではなくて、一つの時間軸の中で、同時並行にできることをど

んどん進めていただきたいと思います。  

 法的な手続き上、どうしても時間がかかるステップがありますので、それ以外の実質的

な調整は、市の方には申し訳ないけれども、ぜひ同時並行で、汗をかいてどんどん進めて

いただきたい。 

 一方でスピードアップの大前提として、これは今日のこの会ではふさわしくないのかも

しれませんが、まず、区役所や勤労会館、図書館、これらがどの時期にどうなっていくの

かというスケジュールを出さないと、バスターミナルビルも動かしようがないと私は思っ

ております。 

今日そのあたりについての言及が余りなかったように思われますが、本当にスピード感

を持ってということになれば、まずはそこの方向性を出して、市民の意見を聞いてという

ことであれば、その意見も聞いた上で、スケジュールを出すことが、最初の取っ掛かりと

して必要ではないのかなと思います。 

 それから、私、運輸省にいたものですから、モビリティの関係を申しあげますと、神戸

の都心に関しては、業務のニーズも含めて、量的にも質的にも多様な交通ニーズに対応す

べきだと思っています。 

 域内のモビリティを確保するためには、例えば業務での移動とか、あるいはお年寄りの

移動などを含めて、多様なニーズにこたえられる交通システムというものをぜひ考えてお

くべきだろうと思います。 

 特に自動車を排除して、歩行者中心にする中では、半分私的であるような公共の交通手

段というものが必要になると思いますので、そこらを検討してほしい。 

 その際に、道路運送法上のバス、タクシー、乗り合い、常用だとかという免許区分的な

ものに余りこだわらずに、とにかくニーズにこたえるということで、新しい事業形態とい

うものも考えられて、取り組んでいただければと思います。  
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○会長   

ありがとうございます。 

○委員   

これに対する意見というより、ちょっと確認したいことが幾つかあるんですが、よろし

いですか。まず、全ての動線は地上階を利用するということで計画をされているというこ

とでいいんでしょうか。 

 それから、ＪＲの改札口は地上階ですけども、阪急、ポートライナーは２階、３階あの

辺にあります。それと地下に阪神がありますが、これは一旦、全部地上階に出てきて、そ

こから全て移動するという、そういう計画なんでしょうか。  

 それから、ＪＲの南側と、道路面との間に高低差がありますね。その間が丘陵のように

なりますけども、それはそのままの形で使われるんでしょうか。それと三宮交差点から東

西南北それぞれ何ｍぐらい、この空間にとられるんでしょうか。この辺のことを教えてい

ただきたいなというふうに思いました。  

○会長   

事務局のほうからお願いします。  

○都心三宮再整備課長   

動線につきまして御質問ございました。  

 改札口につきましては、以前より申しあげていますが、基本的にはこの位置からは変わ

らないという前提の中で考えています。ただ、やはり三宮クロススクエアといったもの、

人と公共交通優先の空間ができますと、基本的には地上優先ですよ、というお話ですね。  

 そういった中で、デッキレベルとか地上レベル、また地下レベル、連続した縦移動がで

きる、ここでは「ボイド」という呼び方をしておりますが、そういったところでは、エレ

ベーター、もしくはエスカレーターといったものを、特に民間施設の再整備とかにあわせ

て整備をしていくといったことでさせていただきたい。  

 そういった意味では、先ほど例えばＪＲの南側のところと、例えば中央幹線のところ、

少し高低差ございますというようなところについては、先ほど申しましたように、南側の

駅前広場の再整備とあわせて、そういったところの解消といったものを考えていきたいと

このように考えているところです。 

 もう一つ、三宮クロススクエアといったものが、大体どのくらいのエリアなのかという

御質問です。これを図示しているところで言うと、少し絵によって違うところもございま

すけども、例えば「えき≈まち空間」のほうの御説明のところに、８ページがございます。

最終形という意味で申しますと、第３段階という形で、右上部に少し大きめの絵がござい

ます。これを見ていきますと、中心が三宮交差点であれば、おおむね東側でいうと三宮東

交差点あたり、西側でいきますと生田筋との交わるところ、北側でいきますと三宮北交差

点あたり、南側は国際会館前の交差点あたりになるのではないかと。ちょっと何ｍという
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ところは、今、計りようもございませんが、おおむねこういうエリアを三宮クロススクエ

アというようなエリアとして考えていきたいというのを今回お示しさせていただいており

ます。以上でございます。  

○会長   

ありがとうございました。  

○委員  

 今日初めて、この以前の会議は、ちょっと私、参加しておりませんでしたので、流れが

難しいなというふうに思っているのですが。第Ⅰ期の流れでも、あと８年後、バスターミ

ナルのところですね。民間の所有者さんがいらっしゃる部分だったりとか。あと、駅前の

東西南北の道をとめてしまうというところで、他のまちでやらないことをやろうというこ

とは良いと思うんですけど、何故ここを人だけ通したほうがいいのか。もともと空いた土

地、道路をただ埋めてしまうというか、歩道だけにしますというのがちょっと物寂しいな

というか、どのように使われるのかなというところだったりとか。  

 まだイメージができてないので、御質問もなかなか難しいなというふうに思っています。

その点で答えられるところがあれば、どうなっているのでしょうか。 

○会長  

 今の御質問、ややそもそも論に近いですけど、簡単に事務局のほうから。  

○都心三宮再整備担当部長  

 我々の考え方というのを少し御紹介させていただきます。欧米の都市では、同じように

車の通っている空間を歩行者、人の空間に変えていくというようなことで、例えば昔でし

たら、デンマークのコペンハーゲン、ストロイエというところがあるんですけども、そう

することによって、歩行者の通行が３５％増えたでありますとか、イギリスのブライトン

というところ、ニューロードというところもあるんですけども、そこもやはり同じように、

人の空間に変えることによって、歩行者の数が６２％増えて、非常ににぎわいが出てきた

と。直近でしたら、アメリカのニューヨークでタイムズスクエアというところもあって、

その道路の使い方を人の空間に変えていくことによって、まちの空間を大きく変えていく

というような形で、欧米諸国では取り組みがされてございます。  

 日本でもそういう考え方はあるんですけども、大きくそういうことを全体的に変えてい

ったところがない中で、神戸はそれを打ち出して、いっぺんにはできません。少しずつ段

階的に、地域の方とお話をしながら進めていくというようなことで変えていくことによっ

て、その道路だけでなくて、まち全体を大きく変えていって、そこを活性化することによ

って、その活性化のにぎわいを全市に広げていくというようなことができないかというこ

とで構想をつくったということでございます。 

 その構想を少し具体化していくというような手続きを、今進めていっているというよう

な現状でございます。以上です。  
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○会長  

 都心の整備のあり方、今お話があったように、いろんな考え方があろうかと思うんです

けども、やはり大胆にこれまでにない姿を三宮でということで、計画提案されているとい

うことだと思います。 

 このあたりを含めて、皆さんから御意見いただければというふうに思っております。い

かがでしょうか。 

○委員  

 私も今回初めて代理で出させていただいて、ここまで、大胆な案になっているというの

は、初めて聞いて、ちょっとびっくりしているところなんですけど。逆に今まででしたら、

歩けるまちづくりというのがすごくポジティブなイメージしかなかったんですけれども、

数年前、私、介護を身内でしていた時期がありまして、「歩く」ってすごく大変やなという

経験をしたんですね。  

 そのときに、ニュータウンとかに行くことがあって、ニュータウンとかって、歩車分離

が徹底されているので、いざ介護になったとき、すごく住みにくいんです。住むのが大変

なんです。建物の近くまで車は寄れないんですよ。車が入れるところまで行くだけでも、

すごく歩かなければいけないけれど、それだけの距離歩けない人には、もう住めないよう

な状況であるというのを、逆に知ることがあって。  

 ニュータウンをつくられるときも、基本的には健常者中心でまちづくりがされて、理想

的なまちづくりがされたはずなのにもかかわらず、実際そういう健常でない方が住むには、

これほど住みにくいまちは無いなというのを経験したものですから。今回、先ほどから見

せていただいている、この三宮クロススクエアの距離を実感値としてみると、結構遠いん

です。先ほどから、すごく気になっていた、この寄り付きのところから、ここまで行って、

あとは歩いてねというのは、健常者からすると、どうってことないんですけど、これ健常

じゃない方にとっては、とてつもなくハードルの高いまちになるんじゃないかなというの

を逆に感じました。 

 そういう意味では、人に優しそうで優しくないまちになるんじゃないかなというのをす

ごく逆に心配しております。やはり人に優しいまちで活性化を図るということであれば、

やはり基本的にそういう方も含めたバリアフリー、平らだったらバリアフリーなわけじゃ

ないんです。歩くのがしんどい人が、１００ｍ歩くということは、すごくハードルの高い

ことなので、やはりそういう方にとっては、一番近いところまで車で寄り付けれるとか、

そういう機会が提供できないまちって、そういう人が住めないまちに成りかねないので、

そういう部分への配慮がこの寄り付き動線とかを見ている限りにおいては、ちょっと足り

ないんじゃないかなという気がしました。  

 それと歩行者を中心に考えるということで言えば、今これ大通りを閉鎖する形になって

いますけど、フラワーロードは基本、車の道なんです、大通りなので。どちらかというと
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北野坂は、今でも人が歩いて上がってくる道なんですけれど、そっちへの動線転回という

のが全然考えられてなくて。  

 実は、友人とかが神戸に来て、北野町においでって「北野坂上がってきたらええわ」と

いったら、実は三宮おりて、北野坂見つけられないんですよ。三宮のことを御存じでない

方がきたら、北野坂って、ちょっと裏に入っていて、三ノ宮駅おりたら「北野坂どこ？」

といったらフラワーロード上がっちゃって新神戸に行っちゃう人ってすごく多いんですね。 

 それが今回のこれ見ても、やっぱり北野坂、裏通りになっていて、実は人の動線から行

くと、北野坂がメイン通りとして位置付けられる動線なんじゃないかなというのは、北野

の住民として感じていまして。そういう意味では、この辺の人に対する優しさと、本当の

人の動線というものに対する部分がずれているんじゃないかなという印象を持ちます。以

上です。 

○会長  

 ありがとうございます。ユニバーサルデザインのことに関しては私も素人ながら気にな

るところなんですが、事務局から一言だけ、今のお話に答えてもらえますか。  

○都心三宮再整備課長  

 ありがとうございます。非常にありがたい御指摘だと思っております。誰にとっても使

いやすい形というは、我々も非常に重視しているところでございまして、まだこの資料の

中では、十分に表現できないということかもしれませんが、例えば、今「えき≈まち空間」

の基本計画の素案の１ページをご覧いただきたいと思うんですけども。  

「えき≈まち空間」につきましては、一番最初、左上部のところに説明がございます。こ

このところの５行目に、誰にとっても使いやすい、ということは意識して書いております。

そういった意味で、ただ歩く人、ただ健常者だけという御指摘がございました。そういっ

た意味では、寄り付き交通というものについては、もう少し考えを深めていく必要がある

ということについては、十分に注意したいというように思っております。  

 また、例えば交通計画の考え方が「えき≈まち空間」の基本計画の４ページのところにご

ざいます。今回の御説明でなかなかそういったところが十分に御理解いただけない部分と

いうか、私も御説明ができてないところがございます。  

 ただ、考え方といたしましては、交通計画の考え方、左のところ（２）の二つ目ですと、

例えば、「寄り付き交通・緊急車両の考え方」といった意味では、やはりこの駅への寄り付

きを必要とする方への配慮というのを十分考えていく必要があるという認識はしておりま

す。 

 そういった意味で、具体的な整備検討にあたりましては、まさしくそういった今の御指

摘をいただいたところを十分配慮した上で考えていきたいと思っております。  

 あと北野方面に対する考え方。これにつきましても、例えば手前の３ページを見ていた

だきますと、やはりこの「えき≈まち空間」から、先ほど申しましたように、神戸の都心エ
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リアの様々な魅力的なスポット、その中の一つの北野というエリアに対しても、ちょうど

阪急さんがビルの工事をされているところ、アモーレ広場のあたり。そのあたりが少し北

野坂の通りとして一直線になっていない、こういったところもありますので、この再整備

にあわせて、もう少し地域の方とこのあたり、どのような空間整備にしていったらいいか、

この辺は意見を頂戴しながら考えてまいりたいというところでおります。  

 今の段階では、まだ考え方、具体的な絵までは、示してはございませんけれども、まさ

にこういった御意見を踏まえながら、具体のところについては、考えていきたいと思いま

すので今後ともよろしくお願いいたします。  

○会長  

 ありがとうございました。  

○委員  

 段々と問題が難しくなってきて、文句をいう人がたくさんおりまして。今、この阪急を

工事するので、私がやっていることでは、話を聞いたら、碑を建てているんですね、震災

のあとのモニュメントで。それをどっかに移動しなかったら、工事の材料なんか置けませ

ん。そんなんでも、そういうことをしたら祟りがあるとか言うて、文句を言うてくるのも

おるんですよ。 

 だから世の中、ものすごく変わってきているから、余り難しいこと言ったら何もできま

せん。それだけ申しておきます。  

○会長  

 ありがとうございます。  

○委員  

 三宮クロススクエアの利用の仕方で車線が減少されて、かなり交通が遮断されるんです

けど、今のところ自動車の交通量がかなり多いんです。これによって南北の交通がトアロ

ードとか鯉川筋、また回ってくると思うんですが、その辺の交通のさばき方とか考えてほ

しいなと思うこと。 

 あとは、神戸は東西に長いんですけど、南北の歩行者の歩き方というんですかね。割と

高架を通過して南に北に移動しないといけないんですけど、高架下が割と混雑する感じな

んで、その辺の歩道の拡張とか考えていただいて。やはりこの三宮クロススクエアと同時

に進めていただけたらなと思っております。  

○会長  

 ありがとうございます。 

○委員  

 最初の説明いただいた再開発ビルの関係の分で、ここで、この再整備したビルの中に整

備すべき機能といった盛りだくさんの項目が入っておるんですけれども、挙げればきりが

ないという。確かに都心、それの中心、そこには多用な機能が集積すべきだとは思うんで
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すけれども、ただ機能を都心のエリア、先ほども出ていた北野や私がおります元町、ハー

バー。そういった中心に対しての周辺かもわかりませんけれども、その都心のエリアの中

でどういろんな機能を配置を考え、役割分担考えていくのか。その辺の落としどころを考

えた上で中心像という部分をもう少し突き詰めていく必要があるのと違うんかなと。 

 そう考えたときに、中心の中心で一番必要な機能というのは、情報発信の機能だろうと。

医療のお話も出ました。ここでは産業のそういった人材や、といったような話が出てるん

ですけども、これは中心の中心だけのすべきことではないと思いますので、その都心のエ

リア、あるいは市内全域、その辺の情報をここに集積させて、上手に発信するというよう

なインフォメーション機能いうのをもう少し考えていく必要があるのではないかなという

のが一つでございます。 

 それと後半のお話で、この「えき≈まち空間」の話で、今も車両規制の問題、話が出てる

んですけども、これも都心エリア全体で、どう車両を誘導するのかというところをもう少

し考えないと、この中心部分だけでといっても、もう一つピンとこないというところが実

情ではないのかなと思うのと、あと私もこれ精通してないんですけれども、郊外のそのエ

リアでは、パーク＆ライド方式といったような形で、今もやっているのかよくわかりませ

んけども、あったように思うんですけれどもね。その辺、車で来たお客さん。都心に来る

車で来られるお客さん、それをどうさばくのか。その周辺部分に駐車場を整備して、「そこ

から歩いてきてね」というのであれば、どう仕掛けをしていくのか。その辺を都心エリア

全部でちょっと考えていく必要があるのではないかなというふうに思いました。  

○会長  

 重要な御指摘をいただいて、事務局に答えてほしいんですけれども、時間がありません

ので、先を急ぎたいと思います。申しわけありません。  

○委員  

 今からの話なのでいろいろと出てくると思うんですが、何よりも神戸のまちの今の店の

数というのが、基本的には、ほぼいっぱいやと思います。その中で更にビルが建て替わっ

ていく中に商業がいっぱい入っていくと、それをどうやってコントロールするのかなとい

うのが素直に、実は商業としては実際にあります。  

 新しいものができたら、それに伴ってという形になるんでしょうけど、いろんな絵をみ

ていると、大きな建物がボンボンできるんですけどね。できてることになるんですけれど

も、ある意味では今までの建物を上手に活かして、それをどんなふうにつくり直していく

のかという視点でものをみていかないと、もともと神戸にあった良さというか、そういう

建物が余り大きくなくてというのも含めて上手に使っていって、実際にはやっていかない

といけないのかなというふうには思います。  

 実際はこれから進んでいく話なので、全てこれで終わりということではないんですけれ

ども、ぜひともよろしく御検討のほどよろしくお願いします。  
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○会長  

 まだ出発したばかりですので。ありがとうございました。  

○委員  

 まだ最初の構想なのであれなんですが、私も３月まで実は公務員をやっていました。区

役所におりまして、隣の兵庫区というところにおったんですが、そこでこの都心整備の話

をしますと、いつも言われるのは、「何で三宮ばっかりや」というお話をされまして、私の

ほうは「あくまで神戸市全体の玄関なんですよ」というお話はするんですが、なかなか受

け入れはよくないと。そんなこともございまして、先ほど周辺との役割分担、あるいは都

心のところでどういった機能を担うかというお話ございましたけど、そういった中で、こ

ういった玄関から居間であるとか、台所とか、市内全域、どういった形で波及していくか、

そういったことがもう少し、また今後、書き込みができれば、もう少し理解もしていただ

けるのではないだろうかなというふうに思いますので、そういった点よろしくお願いした

いと思います。以上でございます。  

○会長  

 ありがとうございます。  

○委員  

 こういった姿って多分、今の世の中の風潮ですので、こういう方向なんだろうなという

のは思うのですが。 

一方で、きれいにしたから人が来るのかというと、そこは違うのだろうと思っています。

きれいにすることはもちろん大事ですが、「神戸の都心の未来の姿〔将来ビジョン〕」とい

うのは別のところで出されておりますけれども、「どうやって、人を呼ぶねん」というとこ

も、あわせて考えていかないと、きれいにしたけど結局誰も歩いていませんでした、みた

いなことでは、何のためにやっているのかわかりませんので、そちらのほうもかなりスピ

ードアップしてやっていかないといけないのかなというふうには思っています。以上でご

ざいます。 

○会長  

 ありがとうございます。  

○委員  

 多分僕が最年少だと思うんですけども。これって実際に何年後を想定されて計画されて

いるのかなと。やるならやるで、スピード感が必要なのかなと思うところと、あとは何で

そういうことを申しあげたかというと、例えば葺合南５４号線ですが、あれも一部残した

ままでやっているような状況だと思うので、そういうところですらできないんだから、こ

の壮大な計画って実現できないのかなと思います。以上です。  

○会長  

 これ何年先？３０年でしたっけ。 
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○都心三宮再整備担当部長  

 構想からの流れで、ずっといっていまして。再整備基本構想でおおむね３０年後を見据

えた形でやっています。 

○委員  

 皆さんの御意見は、まさに正論でございます。ただ、時間がございませんので、早急に

実現をお願いしたいと思っております。終わりです。  

○会長  

 ありがとうございます。  

○委員  

 今ありましたように３０年後ということなんですが、３０年後に自動車がどういうふう

になっていて、ボタン一つで目的地にいけるような世の中とか、バス自体がどういう運行

状況になっているのかを考えたときに、バスターミナルつくりました、でもその部分が有

効に活用できる都市になっているのかなという部分考えると、明日の話であれば、この案

が非常に考えられますけども、どういう交通手段に変わっているのかというのは、やはり

専門知識としているのかなと。  

 それから魅力ある都市というのは、きれいにするだけじゃなくて、いろんなインフラも

含めて、働きやすいとか、子育てしやすいとか、移動しやすいとか、いろんなファクター

があると思いますけども今、一番きれいにできている都市は、やはりリサーチ会社でいく

と福岡市ということで、その次が札幌、神戸市も全部ベスト５の中に入っていて、今「ま

ちが嫌だ」という人は、そんなに神戸市の市民はいないと思うんですね。逆に言うと、今、

神戸市が一番ウィークポイントとなっているのが働く場所がないとか、起業化しにくいと

か。そこの部分を、都市力を上げるという意味では大きなファクターでやっていただける

といい。 

 最後にこういう意見を聞く場面というのは、本当に大切だと思うんですけども、今さっ

き言ったように、年代もいろんな多種多様な人から、いろんな意見を聞く。雑談形式でい

いんで、ワイワイ、ガヤガヤしながら、何か一つヒントが出てくるというようなことを考

えると、少し意見を聞くやり方も考えていただいて、いろんな市民の意見が集まるような

場面にしていただければなというふうに思います。以上です。  

○会長  

 大変貴重な御提案いただきまして、ありがとうございます。このほか、たくさんの方、

交通事業者の方とか、行政機関の皆様もおいでいただいているんですけども、残念ながら

時間がなくて、御発言いただけないですので、また事務局のほうに直接、お話いただけれ

ばと思います。 

 お二人に皆さんの御意見も踏まえて、コメントいただきたいと思うんですけども。  

○委員  
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 私は、建築都市デザインという立場で、この基本計画の素案づくりにもかかわらせてい

ただいたわけです。そういう意味からしますと、皆さんから急げと、とにかくシンプルに

急げというふうにおっしゃっていただいたのは、非常に心強いという気持ちでおります。  

 ただ一方、基本のコンセプトと空間構成、あるいは交通計画なんかは、この段階ではか

なり詰めて検討できたのは、自戒を込めてということなんですけれども、若干景観のとこ

ろがまだ正直詰め切れておりません。私自身が思っている、私の主観ですけれども。  

 例えばこの５ページのところにあります、基本方針の３項目というのは、これまでの神

戸の先進的な景観形成の取り組みですし、それから誘導施策というのも、特にクロススク

エアの特化した形で、仮にこういうのはどうだろうかというような例示にとどまっている

というふうに考えております。  

 かねてより申し上げていることですけれども、景観というのは、建物を都市の中でどこ

に、どういうふうに配置して、それが一体どれぐらいの大きさがあって、特に大事なのは

その中身。建物の中身は何が入っているのか、というのが景観にかかわる一番重要な要素

であって、建物の色彩がどうだとか、ということではないと思っているんです。 

 法的な点では、三宮クロススクエアだけではない部分も含めた形で、景観計画の改訂み

たいなものを少し視野に入れて、検討しないといけないというふうに思っています。 

「えき≈まち空間」で人に優しい、居心地の良いというキーワードが兼ねて、事務局から

も皆さんからも出ておりますけども、その顔づくりを本当に、いよいよ具現化しないとい

けないんだなという意味で、今日のこの会議で皆さんからいただいた言葉で、かなり緊張

度をまた増すことになっております。  

 公共空間整備だけが先行するのではおかしくて、土地利用のあり方も含めた形だと思う

んですけれども、官民協働による「景観ガイドライン」ですとか、あるいはデザインコー

ドの設置、あるいは神戸市だから先導的にやっています、デザイン誘導のあり方も新たな

取り組みを考えるということで、「えき≈まち空間」基本計画と都心の土地利用の施策、そ

れから景観施策というのが三位一体で、早急に具体的に展開しないとまずかろうというの

が、私の反省を込めた今後の検討課題だということにさせていただきます。  

○会長  

 ありがとうございます。  

○委員  

 私は２点ほどお話させていただきたいと思います。  

 三宮クロススクエアの実現の上で、やはり鍵になるのが都心部での自動車交通のマネジ

メントではないかなと思います。皆さん、今回の歩行者空間化に対して賛同していただい

ているんですけれども、これは中長期の計画であります。したがって都心部における、ま

たその周辺での自動車交通の推移を継続的にぜひともモニタリングしていただきたいと思

います。一体どこに通過交通があって、どういうところに用事があるのか、荷捌きも含め
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まして、どんな経路を通っているんだということをきちんと継続的にモニタリングするこ

とが重要です。このためには、ぜひともビッグデータ、ＥＴＣの２．０とかそういうもの

を使うことを検討していただきたい。そういうモニタリングの仕組みをぜひつくっていた

だきたい。 

 会長もおっしゃっていましたように、計画のプロセスをマネジメントするという過程で、

やはり客観的な判断をする上で、こうしたモニタリングデータは極めて重要な材料になる

と思います。長期間にわたりますが、ＥＴＣ２．０も大分普及しつつありますし、かなり

詳細なデータが得られますので、こういうビッグデータも駆使しながら、モニタリングの

方法論をつくっていって欲しい、そしてこのことは非常に画期的なことではないかなと思

います。 

 その一方で、今回のような自動車交通の交通容量の削減ですね、これは極めて戦略的な

施策であるということです。このこともぜひとも、明記しておく必要があるのではないか

なと思います。 

 近辺では、京都の四条通で歩道が拡幅されまして、１０年前に比べて、実は４割交通量

が減った。周辺も１割減ったとのことです。当初は一時混乱が生じたのですけれども、よ

うやく定着しつつあるようです。まさしく交通容量に自動車交通需要が適応していくとい

う、そういった現象がみられたわけですね。こういう現象というのは、各国でも報告され

ています。こういった事実、エビデンスですね。こういうものを考慮しながら、計画を考

えていくことが必要です。三宮でも、そういう現象が確認できるのかどうか、こういうこ

とを考慮しながら、計画を考えていくということが重要ではないかなと思います。 

 私は交通の観点から、他の公共交通についてもいろいろ申しあげたいことがありますが、

特に自動車交通のマネジメントに関することに関して、この２点申し上げさせていただき

ます。 

○会長  

 ありがとうございました。この都心三宮の議論が始まったころから、私は都市を動かす

といいますかね、神戸を動かす、これは大事だろうというふうに思ってきたんですけれど

も。 

この都心の議論が随分こうスタートして、まだ時間、わずかしかたっていませんけれど

も、ちょっと私の周辺の情報からいっても、実は都心だけではなくて、その周辺もざわざ

わと動き始めているというようなことも聞いております。そういう意味では、いよいよ引

き金が引かれて、都心を核にして神戸が動き始めたのかなという気も持っております。  

 この点に関して、３つぐらいポイントあるかなというふうに思っています。私自身は経

済学者ですので、ハード的なことは余り言及できないんですけれども、やはりプロセスを

マネジメントするという点では、それをどのように見える化していくのかということが重

要かなと思っています。ちょっと、お叱りを覚悟で極論すると、これからハード的に建物
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がつぶれたり、新しいものが建てられたり、イノベーションが起こったりというので、歩

道が狭くなったりということがあると思うんですけども、あれも実は大事なのではないか

と。やはり都市が動いているということを市民の皆さんに実感してもらったり、観光客の

皆さんにも見てもらう。これは意外に都市の活性化の重要な部分かなというふうに、私な

どは思っております。 

 そういう点では、地域の側から、どのようにこの地域をマネジメントしていくのか。運

営していくのか。 

 例えばＢＩＤというのも、神戸市のホームページに出ていますけれども、ああいうビジ

ネス・インプルーブメント・ディストリクトのような方式、地域のイニシアチブで、その

地域を展望していくというようなことも重要ですし、あるいは規制緩和によって、これも

ちょっと言葉が極端ですけれども、やや実験的な都市づくりもここでやっていく。そうい

うようなことも「見える化」の一つなのかなという気もしております。  

 二つ目は、とにかく巻き込んでいくということで、今日は、委員の方も機能について、

重要なポイントを御主張いただいたんですけれども、こういうハード的な動きに連動して、

当然のことながら経済を巻き込み、あるいはその文化も、またここで新しいものが生み出

されてきたら、構図をどのようにつくっていくのか。３０年という長い期間が動いていく

わけで、そのあたりが重要かなという気がいたしました。  

 三点目は、もちろん市民の皆さんが主役なわけですけれども。最近よくいわれる産官学

金というんですか、こういうプラットホームをいつも持っていて、情報共有した議論の中

から、このプロセスをうまく動かしていく、マネジメントしていくというようなことが重

要なのだろうという気がしております。  

 いずれにしましても、今日は、第１回目の推進会議ということで、皆さんから御意見を

頂戴いたしました。これから恐らく、進捗状況によって、また会議を持たれるということ

だろうと思いますので、またそのときに向けて、皆さんどしどし事務局のほうに御意見を

出していただければというふうに思っております。どうぞよろしくお願いいたします。  

 そうしましたら、取りあえず、これで時間にもなりましたので、事務局のほうにマイク

を戻したいと思います。 

○都心三宮再整備担当部長  

 会長、委員の皆様、大変貴重な御意見ありがとうございました。本日の御意見を踏まえ

まして、新たなバスターミナルの整備、それから「えき≈まち空間基本計画」を取りまとめ

ていきたいというふうに考えてございます。  

 それからもう少し、「こういう配慮もしてくれ」というようなことがありましたら、今日

お手元のほうに用紙がございますので、それでファクスなりメールで、また教えてくださ

い。 

 それから第２回の推進会議でございますが、年内を目処に開催したいというふうに考え
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てございます。また決定次第お知らせいたしたいと思ってございます。  

 それから当日の資料等については、事前に送付いたしたいと思ってございます。  

 

４．閉 会 

 

○都心三宮再整備担当部長  

 では、最後になりましたが、住宅都市局長の岩橋より御挨拶を申しあげます。 

○住宅都市局長  

 本日、この会議に、長時間参加いただきまして、本当にありがとうございます。委員の

皆様もお忙しいとは思いますが、かなり活発な御議論をいただいたかと思ってございます。 

 バスターミナルの話、「えき≈まち空間」の話、ともに今からスタートというようなこと

でございますけれど、今日は機能の話、それからユニバーサルデザインの視点、あるいは

交通の処理の方法、いろいろ皆さんから貴重な御意見を頂戴しましたので、これは早急に

検討するとともに、我々もそういう視点を盛り込んだ形でやっていきたいと思います。  

 ただ、たくさんの方からスピードアップしろというような御意見を頂戴しました。止ま

ることなく、こういった検討は進めて、できるだけ早く実現できるような形を進めたいと

思ってございますので、委員の皆様には、今後とも御指導、御鞭撻よろしくお願いしたい

と思います。 

 本日は長時間ありがとうございました。  

○都心三宮再整備担当部長  

 それでは、本日はこれをもちまして、閉会といたします。お忙しい中、ありがとうござ

いました。 
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